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ベトナムにおける17世紀から19世紀の
漢字・チューノム手書き文書
Some Particularities of Hand-written Han-Nom Literature in Vietnam (17-19th Century)
グエン・ター・ニー  Nguyễn Tà Nhí
（ベトナム「漢字・チューノム研究所」高級研究員、博士、助教授）
　ベトナムのハノイにある漢字・チューノム研究所の漢字・チューノム書庫には、数万点の漢
字・チューノム本が所蔵されている。ハノイで1993年に発行された『ベトナムの漢字・チュー
ノム遺産―書目提要（Di sản Hán Nôm – Thư mục đề yếu）』によれば、その時点で漢字・
チューノム書庫は5038タイトル、1万6154冊を所蔵していた。私たちは写本についての調査を
進めたが、当初の結果が示すところでは、1000点のうち刊本はたったの147タイトルで、あと
の853タイトルは写本であった。その後、神勅・神跡・俗例・地簿・社志のファイルがリストに
編纂され、2280冊が『漢字・チューノム書目　補遺分（Thư mục Hán Nôm phần Bổ di）』（ハノ
イ、2002年）に追加された。そのほか近年に、漢字・チューノム研究所は民間から数千冊を収集し、
研究所の所蔵総数は2万冊にのぼっている。神勅・神跡・俗例などの2千冊以上はすべて写本で
ある。そのため漢字・チューノム研究所の現在所蔵している写本の割合はさらに増え、おそらく
90％近くになっている。このように手書きの漢字・チューノム文書が多いので、この文書を深
く理解することは漢字・チューノム文書の考究・鑑定にとってすこぶる有益である。ベトナムの
漢字・チューノム手書き文書についてふれるには、多くの難問に言及しなければならない。それ
は、紙質、字体、文書作成の起源、反映されている文書内容、文書上の刻印、文書を破壊する昆
虫等々である。ここではベトナムの漢字・チューノム手書き文書に関する最も概括的な性格を述
べるにとどめ、17世紀から19世紀までの時期における文書について主に紹介する。
1. 漢字・チューノム手書き文書の形成
　ハノイの漢字・チューノム研究所に現在所蔵されている漢字・チューノム手書き文書は、主に
2つの起源から形成されている。1つは、民間で時代を通して伝承されてきたものを収集した文
書である。2つは、かつての政府が人民に要求して作成させた報告書を回収した文書か、あるい
はハノイにあった極東学院（フランス）が人を雇って写させ図書館に入れた文書である。
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1.1　政府への報告書に起源をもつ文書
　20世紀初頭、インドシナ総督は省の行政長官に質問を出して社の民に報告書を作成するよう
に命令を下した。これは適切な開発政策を策定するために植民地の民情を具に理解する目的を
もっていた。その結果、漢字とチューノムによる数千の報告書が回収された。その後、かれら
はそれらを廃棄し、一部だけが保存された。現在、漢字・チューノム研究所では『乂安省開策
（Nghệ An tỉnh khai sách）』（41巻）が所蔵されている。各巻には1つの村の報告が収められており、
VHv.19～ VHv.55とVHv.1826～ VHv.1830の請求記号が付けられている。
　極東学院が写させた本は主にA, AB, AC, AF, AEの請求記号が付けられていて、多数存在し、
その数は2千冊にものぼる。これらの報告書と書き写した本はいずれも普通の紙と明解な楷書を
使用している。すべては20世紀初頭に誕生したもので、今回紹介する文書の対象外である。そ
のため参考までに短く紹介するにとどめる。
1.2　民間で収集された文書
　昔のベトナム人は著述するために漢字を使用し、後に、漢字では書けないところを補うために
チューノムを創造した。当然、当時書き写したり創作したりする時は、筆を用いて書くのが唯一
の方法であり、その書いた文字を保存する文書は紙のほかに絹の布、竹簡なども使用されること
があった。しかし文書が保存される時、書き写す方式のほかに、より効果的な方式が使われるこ
とがあった。それは印刷である。当時のベトナムの民の環境条件の中で、経済生活はそれほど豊
かではなく、漢字・チューノム本を印刷しようとすると家財をまるまる投げ出すほどの費用がか
かった。そのため最善の方法は手書きだった。さらに多彩な生活の現実の中で、職業上、漢字・
チューノム文書をもつ必要がある人は、職業的な手引書とするために、作品を部分的に書き写し
たり、あるいは異なる複数の文書から抜書きしたりした。たとえば漢方薬を用いて病気治療をす
る職業の人がそうである。昔、ベトナムの村々にはどこでも数人の医者がいた。その地方では有
名な数十人の名医を抱える村もあった。現在のハタイ（Hà Tây）省ホアイドゥック（Hoài Đức）県に
属すソンタイ（Sơn Tây）鎮トゥーリエム（Từ Liêm）県ヴァンカイン（Vân Canh）村は30人以上の名
医を抱えていた。これらの名医一人ひとりは貴重な薬の調合法や自分の治療経験を書き留めるた
めに、薬の本を個人的にもつ必要があった。現在、漢字・チューノム研究所の書庫には、数千の
医薬書がある。『医書（y thư）』と頭に2字のタイトルがつけられた本だけで20冊以上ある。
 1．医書：156頁。薬の調合法の目録あり。請求記号VHv.38
 2．医書：204頁。詩賦もあり。請求記号VHv.49
 3．医書：112頁。六八体のノムの歌もあり。請求記号VHv.261
 4．医書：150頁。主にトゥエ・ティン（Tuệ Tĩnh）の著作Hồng Nghĩa giác tư y thưか
らの抜書き。請求記号VNv.38
 5．医書：120頁。南薬と北薬の作用の比較をしている。請求記号Hv.39
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 6．医書各症国語（Y thư các chứng quốc ngữ）：168頁。六八体の詩で書かれている。請
求記号VNv.93
 7．医書演歌（Y thư diễn ca）：172頁。診断方法を六八体の詩で述べる。 請求記号
VNv.282
 8．医書家伝（Y thư gia truyền）：174頁。この文書は1962年に書き写された。最も遅い
部類の年代に作成された漢字・チューノム文書。請求記号VNv.248
 9．医書合纂（Y thư hợp soạn）：170頁。診察方法について六八体の詩で述べる。請求
記号A.1581
10．医書経験（Y thư kinh nghiệm）：32頁。海上懶翁レ・ヒュウ・チャック（Lê Hữu 
Trác）の薬調合法を六八体のノムで述べる。請求記号VNv.94
11．医書経験（Y thư kinh nghiệm）：156頁。脈の見方、薬の調合方法についてのノムの
歌がある。請求記号VNv.86
12．医書外科（Y thư ngoại khoa）：48頁。癌、口のまわりの腫れ物の治療薬の調合法を
記す。請求記号VHb.21
13．医書婦科（Y thư phụ khoa）：胎児の陰陽を区別する方法を示す。請求記号VHb.229
14．医書策略（Y thư sách lược）：132頁。各薬の効用の分析。請求記号VHv.485
15．医書雑録（Y thư tạ̣p lục）：234頁。Đậu chẩn thế y tâm phápを抄録。請求記号
VHv.2109
16．医書雑抄（Y thư tạp sao）：176頁。六八体のノムで述べる。請求記号A.3221
17．医書雑抄（Y thư tạp sao）：96頁。十全大補（thập toàn đại bổ）の薬の調合法を紹介。
請求記号VHv.548
18．医書雑抄（Y thư tạp sao）：182頁。海上懶翁の本からの写し。請求記号VHv.781
19．医書雑抄（Y thư tạp sao）：252頁。病気治療の賦を含む。請求記号VHv.1025
20．医書性薬（Y thư tính dược）：30頁。100以上の良薬を記す。請求記号VHv.1673
21．医書撮要（Y thư toát yếu）：38頁。人間の発展について述べた賦を記す。請求記号
VHv.522
22．医書気運（Y thư khí vận）：161頁。人間の健康に関係する陰陽五行について述べる。
請求記号VHv.546
　以上の22の医書すべては、平均して100頁ほどの厚さをもつ手書き本である。200頁以上の
ものが3点あるが、100頁に満たないものも6点ある。
　医学の分野以外に、漢字・チューノム文書を非常に必要とし、本を持つことが求められる分
野としては、宗教、風水・土地占い、日の吉兆占いなどがある。特にその教育と学習の際、教育
者と学習者は自分にとって必要な文や詩を常に書き留めていた。そのため詩文について書いた漢
字・チューノム手書き文書がきわめて多く存在する。『詩集（Thi tập）』と呼ばれている文書だけ
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でも数十冊にのぼる。
・詩集（Thi tập）：124頁、請求記号VHv.59
・詩集（Thi tập）：32頁、請求記号VHv.553
・詩集（Thi tập）：210頁、請求記号VHv.77
・詩集（Thi tập）：92頁、請求記号VHv.224
・詩集（Thi tập）：128頁、請求記号VHv.1994
・詩集（Thi tập）：104頁、請求記号VHv.1631
・詩集（Thi tập）：108頁、請求記号VHv.2387
・詩集（Thi tập）：94頁、請求記号A.1656
・詩集（Thi tập）：64頁、請求記号A.3272
・詩集（Thi tập）：22頁、請求記号A.1588
・詩集（Thi tập）：168頁、請求記号A.2415
・詩集訓蒙（Thi tập huấn mông）：38頁、請求記号A.1056
・詩集選（Thi tập tuyển）：請求記号VHv.252
　民間に起源をもつこれらの漢字・チューノム文書は、社会に長年伝承されてきた。主には19
世紀以前の時期の手書き文書である。周知のように、ベトナムにおいて、漢字で文章を書く試験
による人材登用試験制度は李朝期の1075年に始まり、阮朝期の1919年に終了した。科挙制度が
廃止されると、ベトナムの社会生活における漢字の役割は日増しに小さくなっていった。そのた
め文書を書き写す需要も少なくなった。したがってこれらの民間に起源をもつ漢字・チューノム
手書き文書の大部分は、19世紀以前に書き写されたものである。
2. ベトナムにおける17世紀から19世紀の漢字・チューノム手書き文書の特徴
2.1　漢字・チューノム手書き文書は通常、便利で保管しやすく運びやすいという使用条件を充
たさなければならなかったので、サイズは普通そんなに大きくはなく、平均の頁数は200頁以下
である。たとえば詩文資料を書き写した本で『詩賦（Thi phú）』とタイトルが文書についている
ものが、漢字・チューノム研究所の書庫には14冊ある。
 1．詩賦詔表合選（Thi phú chiếu biểu hợp tuyển）：200頁。請求記号VHv.714
 2．詩賦詔表論雑編（Thi phú chiếu biểu luận tạp biên）：122頁。請求記号VHv.366
 3．詩賦旧文（Thi phú cựu văn）：148頁。請求記号A.1660
 4．詩賦対聯古文雑録（Thi phú đối liên cổ văn tạp lục）：474頁。請求記号VHv.570
 5．詩賦対聯祭文雑抄（Thi phú đối liên tế văn tạp sao）：88頁。請求記号VHv.610
 6．詩賦経義雑抄（Thi phú kinh nghĩa tạp sao）：106頁。請求記号VHv.82
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 7．詩賦雑抄（Thi phú tạp sao）：156頁。請求記号A.1812
 8．詩賦雑録（Thi phú tạp lục）：78頁。請求記号VHv.2970
 9．詩賦雑抄（Thi phú tạp sao）：88頁。請求記号2002
10．詩賦雑抄（Thi phú tạp sao）：242頁。請求記号A.1089
11．詩賦集（Thi phú tập）：118頁。請求記号A.1085
12．詩賦集（Thi phú tập）：303頁。請求記号VHv.145
13．詩賦文集（Thi phú văn tập）：176頁。請求記号VHv.2275
14．詩賦文集（Thi phú văn tập）：354頁。請求記号VHv.1640
　上の14冊の手書き詩文文書の中で、200頁以上あるのはたった3冊だけで、2冊は100頁未満
で、残り8冊は100頁から200頁の間である。
2.2　漢字・チューノム手書き文書の殆どは、書き写した人の名前や時期を記載していない。文
書の時期を確定するには、紙質・字体・文書状態など他の文献学的証拠によらなければならない。
2.3　文書の呼称
　多くの文書は何の文書か名称を記しておらず、必要な資料を次々と本に書き写していくことが
ある。その後、編纂する時に文書に名前をつけなければならなかったり、文書の最初に出てくる
項目の名前に基づいて名前をつけたりした。そのため多くの文書は呼称が内容と完全には一致し
ていなかったり、文書に盛り込まれた内容を反映していないことがある。たとえば祭祀の本には
以下の８冊がある。
・供文（Cúng văn）：81頁。請求記号AB.432
・供文諸科録（Cúng văn chư khoa lục）：224頁。請求記号A.1673
・供文雑録（Cúng văn tạp lục）：438頁。請求記号A.1948
・供文雑録（Cúng văn tạp lục）：534頁。請求記号A.3066
・供文雑録（Cúng văn tạp lục）：206頁。請求記号A.3087
・供文雑録（Cúng văn tạp lục）：92頁。請求記号A.3124
・供文雑抄（Cúng văn tạp sao）：330頁。請求記号VHv.1904
・供文集（Cúng văn tập）：146頁。請求記号VHv.184
　上の8冊のうち、請求記号VHv.1904は陳朝期の2つのノムの賦と『太上感応篇（Thái thượng 
cảm ứng thiên）』のノム訳を書き写している。請求記号A.1673は仏教儀礼の部分ほかに修行を
奨励する六八体のノムの歌もある。請求記号A.3087は神仏の功徳を讃えるノムの詩歌をかなり
多く所収している。
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2.4　漢字・チューノム文書の字体はみな行書である。時間を節約するために速く多く書く必要
から、書き手はしばしば草書や省略を用いる。この手書き版は、主たる目的が書く人が分かれば
いいので、楷書を書く必要がない。これも、民間の手書き文書と役所への報告や人を雇って書か
せた手書き文書を区別する顕著な特徴である。雇われて書く人や役所に報告するために書く人は
他人に読んでもらうので、読みやすい楷書で書かなければならない。民間の手書き文書はその必
要がないので非常に多くの省略文字があり、文書に読みなれていないと困難に感じ呆然としてし
まう。
　たとえば、「能」の字が「造」、「銭」の字が「决」、「黙」の字が「郁」など。
2.5　17世紀から19世紀の漢字・チューノム文書の紙は、大部分が良質の紙である。紙の面は平
らで手触りがよく白く、紙の筋がないので耐久性をもっている。これらは時の試練を経てきた文
書である。悪い紙質で書かれた文書は月日を経過して破損してしまい、良質の紙で書いた文書だ
けが残ったのであろう。
　ベトナムには「紙は破れても余白は保たなければならない」という格言がある。ここでいう余
白は各頁の右側の空白部分である。紙は非常に薄く、墨で書かれると、墨が反対側に滲みてしま
う。そのため書く時には、一面だけ書いてとじる。本の背の近くにあるその空白部分が余白であ
る。本は破損しても余白は保つ。格言の趣旨は、困難に遭った時にも家の格式を守る努力をしな
ければならないと諭すことにある。他面、これは昔のベトナム人が字を書いた紙は良質の紙で
あったことを示している。
2.6　文書の状態
　17世紀から19世紀の漢字・チューノム手書き文書は、長い時間保管されたことによって、ま
た使用頻度が高いので、多くの本が主人の携帯品となっていることによって、保管状態はそれほ
ど良くない。多くの本は縁が擦り切れている。虫に食われて穴が貫通している本もある。特に
本の表紙はよく破れていたり、新しい表紙に付け替えられていたりする。文書の中では、文を区
切ったり、文脈を区切ったりするために、たくさん朱が入れられている。特に段ごとに書き込み
がたくさんある。これも手書き文書の一般的な状態であろう。文書使用者は文書を訂正する必要
がある意見・方法が出てきた時には、すぐに書き加えたり、注釈や新しい意見を補充した。その
ため多くの本ではアトランダムに、無秩序に、その時々に応じて書き加えられている。
　いろいろな面での制約があるが、ベトナムの17世紀から19世紀の漢字・チューノム手書き文
書は、きわめて貴重な資料である。手書きで2346頁を含む49巻に及ぶ『歴朝憲章類誌（Lịch 
triều hiến chương loại chí）』のような膨大な規模の本もある。ダン・ディン・トゥオン（Đặng 
Đình Tướng）、グエン・クイ・ドゥック（Nguyễn Quý Đức）、ホアン・グー・フック（Hoàng 
Ngũ Phúc）のような有名人の非常に多くの詩文を書き写した214頁のCẩm toàn vinh lụcのよう
な本もある。他の例としては、Cúng văn tạp lục（330頁）は、字は草書、紙は良質で、その中
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にはCúng Thiên triều vănと題された祭文があり、1789年のハノイ・ドンダーの丘の戦いで戦没
した無縁仏を祭っている。本は阮朝の皇帝の忌み名を避けておらず、この文書が原本に非常に近
いことを示している。
3. 結論
　以上で述べた分析から、ベトナムにおける17世紀から19世紀の漢字・チューノム手書き文書
を理解する上での、幾つかの点について強調しておきたい。
3.1　民間に起源をもつ手書きのノム文書がかなり大きな分量を占める。ハノイの漢字・チュー
ノム研究所に現在ある数万冊の本のほかに、農村から都市まで民間にまだ所蔵されている膨大な
量が残されている。
3.2　多くの漢字・チューノム手書き文書は非常に価値がある。一つだけしかないために貴重な
ものもある。漢字・チューノム手書き文書の内容は非常に豊富で多様であり、主な版は作者の手
稿本である。
3.3　上で述べたような特徴によって、特に字体として草書や省略が使用されることがあるので、
それらは読者と文書とを隔てる垣根となっている。風水・土地占い・観相について書かれた文書
は手付かずで未開拓のように思われる。というのはこれらの文書で書かれた文字を読むことは簡
単なことではないからである。これらはベトナムの漢字・チューノムの書庫の中に埋もれている
大きな秘密となっている。
（翻訳：今井昭夫）
注 
本稿は、2004年11月17日に開催された在地固有文書研究班の研究会での発表原稿である（訳者注）。
